
M-1000 外部端子仕様　電子テープディスペンサー

本体上部操作パネルと同様の操作が外部制御で行えます。　（説明文は全部の端子を出した物です）

① テープカット長を1cm単位で調整します。

② テープカット長を1mm単位で調整します。

③ テープ送ります（逆転）（M-2000の場合は　　　　）

④ テープカット長を20mmに戻します。（エラー解除）

⑤ テープを送ります。（正転）

⑥ テープをカットします。

⑦ 設定されたカット長で、送りとカットを行います。
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接点の種類に係わらず、オート出力制御は他の接点と分離して使用して下さい。

オート制御入力をオープンコレクタ出力で制御する場合はエミッター側を端子1へ接続して下さい。

オート制御入力以外は、制御出力の片側を共通線としてCOM端子へ接続して下さい。

但し、オープンコレクタ出力制御の場合は、エミッター側を共通線としてCOM端子へ接続して下さい。
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＜操作内容説明＞＜操作パネル拡大図＞

外部制御端子の名称と動き
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←　操作ボタンとの対比

接点出力の場合

リレーやスイッチ接点動作時間：100mS以上

オープンコレクタ出力の場合

動作時間：100mS以上
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